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11月12日㈬　さんぽく南小学校
　６月からロバの「ポコ」の飼育を通じて、思
いやりと協力し合う心を学び、絆を深めたさ
んぽく南小学校の２年生。この日で故郷の長
野に帰るポコに、悲しみを見せまいと笑顔で
大好物のパンや果物を与え、別れを惜しみま
した。

ありがとう　ポコ
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市ほう賞受賞おめでとうございます

功績のあった44氏を表彰
　市では、市民の模範としてふさわしい功績や行為、行政に積極的に協力

いただいた個人や団体を表彰しています。今年度は、次の44氏が受賞され

ました。おめでとうございます。（順不同）

　

平
成
25
年
12
月
１
日
、
笹
川
地
内
で
釣
り
を
し
て
い
て
海
に
転
落

し
、
流
さ
れ
て
い
た
男
性
を
、
自
己
の
危
険
を
顧
み
ず
周
囲
の
人
た

ち
と
協
力
し
て
救
助
し
ま
し
た
。

本
ほん
間
ま
　満
みつ
広
ひろ
　氏

＝桑川＝

本
ほん
間
ま
　忠
ただし
　氏

＝笹川＝

本
ほん
間
ま
　正
まさ
弘
ひろ
　氏

＝桑川＝

本
ほん
間
ま
　儀

ぎ
一
いち
　氏

＝笹川＝

本
ほん
間
ま
　安
やす
一
かず
　氏

＝笹川＝

本
ほん
間
ま
　英
ひで
樹
き
　氏

＝浜新保＝

本
ほん
間
ま
　明
あけ
治
はる
　氏

＝桑川＝

渡
わた
辺
なべ
　健
けん
治
じ
　氏

＝桑川＝

本
ほん
間
ま
　政
まさ
美
み
　氏

＝笹川＝
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
12
年
間
在

職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

貝
かい
沼
ぬま
　友
とも
治
じ
　氏

＝幸町＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
10
年
６
か

月
間
在
職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し

ま
し
た
。

塚
つか
田
だ
　進
すすむ
　氏

＝瀬波浜町＝

　

主
任
児
童
委
員
と
し
て
15
年
間
在
職
し
、

社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。 石

いし
井
い
　秀
しゅう
逸
いつ
　氏

＝瀬波上町＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
15
年
間
在

職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

齋
さい
藤
とう
　レエ　氏
＝山屋＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
15
年
間
在

職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

尾
お
﨑
ざき
　絹
きぬ
子
こ
　氏

＝片町＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
12
年
間
在

職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

佐
さ
藤
とう
　
よし
男
お
　氏

＝細工町＝

　

主
任
児
童
委
員
と
し
て
16
年
11
か
月
間
在

職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

相
そう
馬
ま
　和
かず
子
こ
　氏

＝吉浦＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
12
年
間
在

職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

冨
と
樫
がし
　照
てる
子
こ
　氏

＝切田＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
15
年
間
在

職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

大
おお
滝
たき
　惠
けい
子
こ
　氏

＝庄内町＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
12
年
間
在

職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

渡
わた
邉
なべ
　尚
なお
登
と
　氏

＝加賀町＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
10
年
１
か

月
間
在
職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し

ま
し
た
。

近
こん
藤
どう
　潔
きよし
　氏

＝四日市＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
12
年
間
在

職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

小
お
川
がわ
　惠
けい
子
こ
　氏

＝下鍜冶屋＝
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
15
年
６
か

月
間
在
職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し

ま
し
た
。

齊
さい
藤
とう
　光
みつ
彌
や
　氏

＝勝木＝

　

16
年
間
、
村
上
市
岩
船
郡
連
合
戦
没
者
遺

族
会
長
、
神
林
地
区
戦
没
者
遺
族
会
長
な
ど

を
歴
任
し
、
戦
没
者
遺
族
の
福
祉
向
上
に
貢

献
し
ま
し
た
。

齋
さい
藤
とう
　勇
いさむ
　氏

＝飯岡＝

　

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
16
年
２
か
月
間

在
職
し
、
農
地
行
政
お
よ
び
地
域
農
業
振
興

に
尽
力
し
ま
し
た
。

富
と
樫
がし
　力
りき
雄
お
　氏

＝堀ノ内＝

　

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
10
年
７
か
月
間

在
職
し
、
農
地
行
政
お
よ
び
地
域
農
業
振
興

に
尽
力
し
ま
し
た
。

斎
さい
藤
とう
　泰
やすし
　氏

＝越沢＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
15
年
10
か

月
間
在
職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し

ま
し
た
。

大
おお
滝
たき
　洋
よう
子
こ
　氏

＝雷＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
12
年
間
在

職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

中
なか
島
じま
　秀
ひで
雄
お
　氏

＝今川＝

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
15
年
１
か
月
間
在

職
し
、
地
域
住
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
に

尽
力
し
ま
し
た
。

塩
しお
谷
や
　輝
てる
彦
ひこ
　氏

＝下鍜冶屋＝

　

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
10
年
10
か
月
間

在
職
し
、
農
地
行
政
お
よ
び
地
域
農
業
振
興

に
尽
力
し
ま
し
た
。

増
ます
田
だ
　嘉
よし
美
み
　氏

＝牧目＝

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
12
年
間
在
職

し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

小
こ
池
いけ
　正
まさ
雄
お
　氏

＝中原＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
15
年
間
在

職
し
、
社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

齋
さい
藤
とう
　和
かず
惠
え
　氏

＝越沢＝

　

保
護
司
と
し
て
14
年
間
在
職
し
、
社
会
福

祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

小
お
田
だ
　興
こう
基
き
　氏

＝関口＝

　

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
10
年
11
か
月
間

在
職
し
、
農
地
行
政
お
よ
び
地
域
農
業
振
興

に
尽
力
し
ま
し
た
。

遠
とお
山
やま
　かづえ　氏
＝金屋＝
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松
山
区
長
と
し
て
24
年
間
在
職
し
、
そ
の

間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、
市

政
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

東
あずま
　一

かつ じ
二　氏

＝松山＝

　

瀬
波
中
町
区
長
と
し
て
12
年
間
在
職
し
、

そ
の
間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、

市
政
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

横
よこ
田
た
　清
きよ
次
じ
　氏

＝瀬波中町＝

　

第
45
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

男
子
個
人
戦
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

渡
わた
辺
なべ
　翔
しょうた
大　氏

＝胎内市＝

　

荒
川
町
議
会
議
員
並
び
に
村
上
市
議
会
議

員
と
し
て
10
年
11
か
月
間
在
職
し
、
地
方
自

治
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

川
かわ
村
むら
　敏
とし
晴
はる
　氏

＝荒島＝

　

第
45
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

男
子
個
人
戦
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

渡
わた
邊
なべ
　直
なお
生
き
　氏

＝大工町＝

　

25
年
間
、
統
計
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計

調
査
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
し
た
。

大
おお
滝
たき
　二

に
郎
ろう
　氏

＝庄内町＝

　

荒
川
町
議
会
議
員
並
び
に
村
上
市
議
会
議

員
と
し
て
10
年
11
か
月
間
在
職
し
、
地
方
自

治
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

冨
と
樫
がし
　宇

う
榮
え
一
いち
　氏

＝下鍜冶屋＝

　

瀬
波
温
泉
一
丁
目
・
二
丁
目
区
長
と
し
て

16
年
５
か
月
間
在
職
し
、
そ
の
間
、
繁
雑
な

事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、
市
政
運
営
に
協

力
し
ま
し
た
。

木
き
ノ
の
瀬
せ
　修
しゅうへい
平　氏

＝瀬波温泉二丁目＝

　

布
部
区
長
と
し
て
12
年
間
在
職
し
、
そ
の

間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、
市

政
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

本
ほん
間
ま
　英
えい
三
ぞう
　氏

＝布部＝

　

26
年
間
、
統
計
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計

調
査
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
し
た
。

永
なが
田
た
　衛
まもる
　氏

＝浜新田＝

　

松
原
町
一
丁
目
区
長
と
し
て
13
年
７
か
月

間
在
職
し
、
そ
の
間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業

務
を
担
当
し
、
市
政
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

（
故
）石い
し
田だ

　
幸ゆ
き
雄お

　
氏

＝
松
原
町
一
丁
目
＝

おめでとう

ございました。
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円滑な除雪作業にご協力をお願いします

公共の雪捨て場（村上地区）
12月15日～平成27年３月31日

駐車禁止のお知らせ（荒川地区）
平成27年１月１日～２月28日

 路上駐車は絶対にしないでください 
　道路上や待避所内に駐車してあると除雪作業ができなくなります。

 除雪作業の妨げになるものは片付けてください 
　道路にはみだした枝や植木、看板、乗り入れ用の鉄板などの撤去を

お願いします。

 危険箇所には目印をしてください 
　道路沿いにある塀や垣根などを誤って壊さないよう目印をお願い

します。

 除雪の手直しは皆さんでお願いします 
　除雪作業で玄関や車庫などの出入り口が雪でふさがる場合があり

ます。その場合の手直しは、お手数でも各家庭でお願いします。

 道路に雪を捨てないでください 
　道路は人や車が通るところです。道路や消雪パイプに直接雪を捨て

ると交通事故の原因になります。

 除雪車に注意してください 
　除雪作業は、夜間や早朝に、また吹雪や降雪時に行うことが多く、見

通しも悪いため危険ですので、除雪車に近づかないようにしてくださ

い。特に自動車などを運転する際には十分注意し、除雪車に道を譲っ

てくださるようお願いします。

 ご意見・ご要望は区長（総代）を通してください 
　除雪作業に対するご意見やご要望は、必ず区長（総代）を通してくだ

さい。市からの回答もすべて区長（総代）に連絡します。

除雪車の出動基準
【道路（車道）】

　雪の降り始めから、お

おむね10㎝の積雪量を目

安に実施します。

　積雪後は、道路交通状

況の把握に努め、吹きだ

まりや交通障害の有無を

捉えて作業を行います。

【歩道】

　歩道上の積雪が20㎝を

上回っている場合を基準

に実施します。

●問い合わせ

　都市整備課管理室　☎53－2111
　（内線516～520）

　各支所産業建設課建設管理室

　荒川支所☎62－3101（内線138）

　神林支所☎66－6111（内線134）

　朝日支所☎72－0111（内線162）

　山北支所☎77－3111（内線333）

　今年も残すところあと１か月となりました。本格

的な冬の到来を前に今一度、確認しておくこと、注

意することなどをまとめてお知らせします。

冬の備えは
万全に
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水道管の凍結を防ぐ

車両の運転は慎重に

【予防策】

○夜、冷え込むことが予想される日は、寝る前に蛇口から少し水を出しておきましょう

○屋外に露出している水道管には、保温材などを巻いておきましょう

【破裂してしまったとき】

○ メーターボックス内の止水栓を閉め、市指定の給水装置工事事業者または問い合わせ先まで連絡して

ください

　冬期間は、水道管が凍結しやすくなります。凍結

すると水が出なくなり、万が一破裂した場合は修

理に多額の費用が掛かりますので、ご注意くださ

い。

　冬になると積雪や降雪、路面の凍結などの影響でスリップ

や追突などの事故が多く発生します。

　冬道の走行では、少しの操作ミスが重大な事故につながり

ます。スタッドレスタイヤやタイヤチェーンの装着はもちろ

ん、スピードを落とし、車間距離をとって慎重な運転を心掛

けましょう。

　また、車外で作業できるよう防寒着を準備するなど、運転

する状況に応じて十分な備えをしておきましょう。

【冬道の特徴】

○スリップしやすく、停止距離も長くなります

○視界が悪くなります

○センターラインや道路標識が見えにくくなります

【安全運転のコツ】

○安全な速度で走行しましょう

○車間距離を十分にとりましょう

○急ブレーキ、急発進など「急」のつく運転をしない

○ポンピングブレーキを使いましょう

○ 前方が見えにくい時は、左によって一時待機しましょう　

など

冬の交通事故防止
運動が始まります

　12月11日㈭から20日㈯までは「冬の

交通事故防止運動」の期間です。

　この運動は、「飲酒運転の根絶」「車間

距離の保持と正しい合図の励行」「歩行

中・道路横断中の交通事故防止」に重

点を置いています。

　年末が近づくと人や車の動きが慌し

くなり、交通事故の多発が懸念されま

す。交通ルールを守り、正しいマナーを

実践して交通事故を防ぎましょう。

●問い合わせ　水道局管理業務室　☎66－6190
　　　　　　　村上水道事務所上下水道室

　　　　　　　☎53－2111（内線161）

　　　　　　　各支所産業建設課建設管理室

　　　　　　　荒川支所　☎62－5273
　　　　　　　朝日支所　☎72－6884
　　　　　　　山北支所　☎77－3115

●問い合わせ　市民課生活人権室　☎53－2111
　　　　　　　（内線286）

　　　　　　　または各支所地域振興課市民生活室

油の取り扱いに注意
　寒い時期は、暖房器具の使用などで油を扱う機会が多

くなり、油の流出事故が発生しやすくなります。

　河川などへの油の流出は、火災や環境汚染につながるなど生活に悪影響を及ぼす

ことから、次のことを守り、油の扱いには十分注意するようにしましょう。

【ポイント】

○給油中はその場を離れない

○油タンクのバルブは完全に閉めましょう

○ 油タンク周辺の除雪作業などで屋外の配管が破損しないようにしましょう

○油送パイプなどの設備の操作ミスに注意しましょう

●問い合わせ　環境課生活環境室

　　　　　　　☎53－2111（内線272）
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安全作業を心掛けましょう
　近年、家の周りの除雪作業や屋根の雪下ろしでの事故が増えていま

す。このような事故を防止するため、次の点を守って、安全な作業を心掛

けましょう。

【事故防止のための注意点】

○屋根の雪下ろし作業は、必ず２人以上で行いましょう。

○作業中に疲れたら、無理をせずに休憩を取りましょう。

○高い位置での作業を行う場合は、必ずヘルメットを被りましょう。

○除雪機に雪が詰まった場合は、必ずエンジンを切ってから詰まった雪を取り除きましょう。

●問い合わせ　消防本部　☎53－0119

屋根の雪下ろし費用の助成

屋根の雪下ろしができる事業者などを募集

　一人暮らしの高齢者などで、屋根の雪下ろしにかか

る費用の援助が必要な場合に、その費用の一部を助成

します。

【対象者】 　65歳以上の高齢者のみの世帯、障がい者の

みの世帯で、高齢や病弱のために除雪作業が

できない場合、また除雪を援助してくれる人

がなく、費用負担が難しい人（平成26年度市民

税非課税世帯、均等割のみの世帯）

【助成額】　１回につき10,000円（３回まで）

【その他】 　 必ず民生委員・児童委員を通して申請して

ください。

　一人暮らしの高齢者にとって雪下ろしは想像以上に

大変な負担となります。

　そこで、地域の皆さんのあたたかい協力を募り、事業者やグループを名簿にまとめて、高齢者からの雪

下ろしに関する相談に活用しますので、ご協力をお願いします。

【募集要件】

　・村上市および関川村内の団体

　・ 雪下ろしの見積りと費用について、高齢者に事前に説明できる事業者

やグループに限ります

　※ 申請のあったすべての事業者やグループを登録するとは限りません

【申請期間】

　平成27年３月２日㈪まで

【申請方法】

　市役所介護高齢課にある申請書に必要事項を記入して提出してください。

　※申請書は、市ホームページ（ライフインデックス─高齢介護）からもダウンロードできます

●問い合わせ・申し込み　村上市社会福祉協議会

　村上支所　☎53－2111（内線126）

　荒川支所　☎50－5120
　神林支所　☎60－1888
　朝日支所　☎50－7118
　山北支所　☎77－3283

●問い合わせ・申し込み

　介護高齢課高齢福祉係　☎53－2111（内線367）
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地方交付税 市税 市債 国庫支出金 県支出金 その他

125億
7,000万円

65億
9,419万円

39億
6,460万円

29億
4,843万円

14億
1,640万円

52億
4,868万円

95億
8,691万円

39億
5,219万円

0万円
10億

5,356万円 1億
7,185万円

23億
6,651万円

民生費 公債費 衛生費 土木費 教育費 その他

82億
2,540万円

41億
1,096万円

39億
7,756万円 36億

6,155万円 31億
7,694万円

95億
8,989万円

34億
4,968万円

19億
3,402万円 14億

9,187万円 11億
4,606万円

12億
8,545万円

43億
340万円

予算額

歳　出
予算額　　327億4,230万円
支出額　　136億1,048万円

歳　入
予算額　　327億4,230万円
収入額　　171億3,102万円

執行額

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

予算額
執行額

11億
4,386万円

4億
7,798万円

10億
650万円

2億
3,141万円

5億
1,049万円

1,638万円

12億
4,446万円

1億
9,996万円

　今年の４月から９月までに、国からの補助金や市税な

どの市に入ったお金（歳入）と、保育園の運営経費や道路

建設などに支払った金額（歳出）がどのくらいあったの

か、上半期の市の財政事情をお知らせします。

　歳入の市債、国庫支出金、県支出金の収入額が少ないの

は、対象事業の終了後に収入されるため、おおむね下半期

の収入となります。９月時点で歳出に比べて歳入が不足

している会計は、会計間で資金をやりくりして、借り入れ

に頼らない運営を行っています。

＝お知らせします＝

村上市の
平成26年度上半期（平成26年４月～９月）
予算執行状況

一般会計の執行状況

上水道事業会計の執行状況

会　計　名 予算額 収入額 支出額

土地取得 ６万円 ０万円 ０万円

情報通信事業 ４億5,840万円 4,068万円 １億8,135万円

蒲萄スキー場 8,870万円 189万円 440万円

国民健康保険 74億6,900万円 27億9,176万円 31億4,811万円

後期高齢者医療 ６億4,300万円 １億9,521万円 ２億1,964万円

介護保険 73億5,710万円 33億8,642万円 29億9,825万円

下水道事業 44億7,610万円 11億2,173万円 17億2,595万円

集落排水事業 10億6,580万円 ３億4,739万円 ４億7,578万円

簡易水道事業 ６億7,740万円 9,143万円 ２億0,089万円

※特別会計とは
　特定の事業を行う場合には、その事業で得られる収入を主な
財源として、事業に係る経費を支出するため、一般会計とは別に
収支を管理する会計です。

※ 上水道事業会計は、公営企業法に基づく会計基準を
用いているため、一般会計などとは予算計上の方法
が異なります

市税の状況特別会計の執行状況
予算額 収入額

市 民 税 24億6,088万円 12億7,884万円

固 定 資 産 税 34億6,511万円 22億4,796万円

軽 自 動 車 税 １億6,399万円 １億6,549万円

市 た ば こ 税 ４億4,400万円 ２億2,837万円

特別土地保有税 0.1万円 ０万円

入 湯 税 5,852万円 3,075万円

都 市 計 画 税 170万円 78万円

市 税 合 計 65億9,420万円 39億5,219万円

財政状況

●問い合わせ

　財政課財務係　☎53－2111（内線323・324）

平成26年度は、９つの

特別会計を設置して

経理を行っています。

財務係　佐藤
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【
受
賞
者
の
声
】

　

「
日
本
画
で
出
品
さ
れ
た
あ
な
た
の
作
品
が

市
展
賞
受
賞
で
す
」
と
い
う
朗
報
に
「
え
っ
。」

と
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
し
た
。
作
品
は
、

村
上
市
の
日
本
画
サ
ー
ク
ル
に
デ
ッ
サ
ン
の
モ

デ
ル
と
し
て
お
出
く
だ
さ
っ
た
御
婦
人
の
涼
や

　芸術の秋の祭典「村上市美術展覧会」が11月１日

㈯から３日（月・祝）まで開催されました。今年も各

部門に多くの作品が展示され、訪れた人は、じっく

りと鑑賞し、芸術の秋を堪能しました。

　ここでは、部門ごとに入賞者を紹介します。

第
７
回

村
上市

展か
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
描
い
た
も
の
で
す
。
御
婦

人
の
心
の
内
を
表
せ
る
よ
う
に
と
背
景
に
「
う

ち
わ
」
を
配
し
、
清
々
し
い
風
が
吹
く
よ
う
に

し
ま
し
た
。
そ
の
風
を
受
け
、
澄
み
切
っ
た
心

で
未
来
を
見
つ
め
る
表
情
を
出
す
の
に
苦
心
し

ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
支
援
の
お
陰
で
作

品
に
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

小
田　

礼
子　

氏
（
松
原
町
三
丁
目
）

美
術
協
会
長
賞

　

本
間　

サ
チ　

氏
（
松
原
町
四
丁
目
）

日
本
画
部
門

市
展
賞

　

富と

樫が
し　

勇い
さ

巳み　

氏
（
飯
野
三
丁
目
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

「
市
展
賞
」「
嘘
で
し
ょ
う
？
」「
嘘
で
し
ょ

う
！
」
思
い
も
よ
ら
な
い
最
高
の
賞
を
頂
き
感

激
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
２
年
油
絵
か
ら
遠
ざ
か
り
観
る
側
に
い

ま
し
た
。

　

10
月
初
旬
、
一
緒
に
油
絵
を
や
っ
て
い
た
先

輩
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
今
ま
で
優
し
く
接

し
て
く
れ
た
先
輩
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

心
を
込
め
て
描
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
少
な
い
時
間
の
中
で
私
ら
し
い
絵
を
、

楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
抽
象
画
の
楽
し
さ
を
教
え
て
頂
い
た
故
桑

名
先
生
、
洋
画
根
っ
子
の
会
の
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

小
池　

久
子　

氏
（
飯
野
三
丁
目
）

美
術
協
会
長
賞

　

小
室　

宗
一　

氏
（
羽
黒
口
）

奨
励
賞

　

齋
藤　

チ
イ
子　

氏
（
殿
岡
）

　

阿
部　

イ
チ
子　

氏
（
松
沢
）

洋
画
・
版
画
部
門

市
展
賞

　

斎さ
い

藤と
う　

市い
ち

子こ　

氏
（
久
保
多
町
）

【
受
賞
者
の
声
】

　

昨
年
に
続
き
、
こ
ん
な
賞
に
選
ば
れ
大
変
驚

き
！
今
は
、
喜
び
に
浸
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
錆
び
た
鉄
板
を
拾
っ
て
来
た
時
か

ら
始
ま
り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
作

品
に
な
り
ま
し
た
。毎
回
、そ
の
時
々
に
出
会
っ

た
素
材
で
作
品
を
作
る
の
で
、
そ
の
都
度
、
違

う
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
自
由
な
発
想
で
物
作
り
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
も
た
く
さ
ん
の
方
々

の
お
力
添
え
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

髙
橋　

泉　

氏
（
茎
太
）

美
術
協
会
長
賞

　

中
原　

一
磨　

氏
（
塩
谷
）

彫
塑
・
工
芸
部
門

市
展
賞

　

齋さ
い

藤と
う　

知と
も

行ゆ
き　

氏
（
塩
町
）
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【
受
賞
者
の
声
】

　

こ
の
度
は
大
変
な
賞
を
戴
き
び
っ
く
り
、
嬉

し
い
や
ら
「
私
で
良
い
の
？
」
が
正
直
な
気
持

ち
で
す
。

　

定
年
を
機
に
村
上
市
に
神
奈
川
県
か
ら
引
越

し
、
見
る
も
の
、
感
じ
る
も
の
が
新
鮮
で
そ
れ

ら
を
記
録
に
残
そ
う
と
写
真
を
始
め
ま
し
た
。

【
受
賞
者
の
声
】

　

賞
を
戴
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

読
み
書
き
ソ
ロ
バ
ン
の
時
代
か
ら
、
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ホ
へ
と
移
り
、
字
を
書
く
機
会
が
減

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
文
化
で
あ
る
書
の
世

界
も
先
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

市
展
賞

受
賞
作
品

書
道
部
門

「
良
寛
詩
」

日
本
画
部
門

「
涼
風
を
う
け
て
」

洋
画
・
版
画
部
門

「
燃
ゆ
る
」

彫塑・工芸部門

「Ｃａｃｏｐｈｏｎｙ」
写真部門
「盛り」

そ
し
て
そ
の
写
真
を
通
じ
て
多
く
の
地
域
の
方

や
、
同
好
の
趣
味
の
人
達
と
の
交
流
を
深
め
、

自
分
の
中
で
の
輪
が
ど
ん
ど
ん
拡
が
っ
て
い
ま

す
。
何
よ
り
も
有
り
が
た
い
事
で
す
。
当
地
は

春
夏
秋
冬
、
海
山
川
等
自
然
に
恵
ま
れ
写
真
の

題
材
に
事
欠
き
ま
せ
ん
、
こ
れ
を
機
会
に
益
々

の
精
進
を
し
、
人
と
の
触
れ
合
い
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
写
真
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

加
藤　

榮
一　

氏
（
小
国
町
）

美
術
協
会
長
賞

　

山
本　

和
子　

氏
（
二
之
町
）

奨
励
賞

　

須
貝　

祥　

氏
（
若
葉
町
）

　

川
村　

清　

氏
（
肴
町
）

　

髙
橋　

衣
里
子　

氏
（
古
渡
路
）

　

書
に
は
古
き
を
尋
ね
、
書
く
見
る
奥
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
こ
れ
を
励
み
に
、
周
囲
の
人
達
と
今

ま
で
以
上
楽
し
め
る
書
道
を
続
け
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
展
の
発
展
を
願
い
つ
つ
感
謝
し
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

大
滝　

美
洀　
氏
（
宮
ノ
下
）

美
術
協
会
長
賞

　

板
垣　

葉
月　

氏
（
塩
谷
）

奨
励
賞

　

佐
藤　

和
直　

氏
（
片
町
）

　

寺
澤　

華
泉　

氏
（
山
居
町
一
丁
目
）

　

佐
藤　

富
喜
子　

氏
（
塩
野
町
）

　

小
田　

静
峰　

氏
（
薦
川
）

　

板
垣　

里
奈　

氏
（
大
須
戸
）

写
真
部
門

書
道
部
門

市
展
賞

　

星ほ
し

野の　

恒つ
ね

夫お

（
寒
川
）

市
展
賞

　

富と

樫が
し　

梅ば
い

梢し
ょ
う
　

氏
（
上
大
鳥
）
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平成27年度から軽自動車税の税率が変わります

●原付、二輪小型自動車や125cc超のバイク、小型特殊自動車など
　　平成27年度から新税率が適用されます。

●三輪および四輪以上の軽自動車
　　平成27年４月１日以降に最初の新規検査を受ける車両から新税率が適用されます（平成27年３月31日

までに最初の新規検査を受けた車両については、現行の税率のままです）。

　　また、グリーン化を進める観点から、最初の新規検査から13年を経過した三輪以上の車両について重課

が導入され、平成28年度分から新税率をさらに1.2倍にした重課税率となります。

※平成27年度は、平成27年４月１日登録で最初の新規検査年月（初度検査年月）が、平成27年４月の車両のみ

新税率の対象となります

※平成28年度は、最初の新規検査年月（初度検査年月）が平成14年以前の車両が重課税率の対象となります

※動力源または内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電気併用の軽

自動車および被けん引車は、重課税率の対象外です

車　　種

現行税率

平成26年度

新税率

平成27年度以降

重課税率

平成28年度以降

平成27年３月31日までに

新車登録した車両

平成27年４月１日以降に

新車登録した車両

初度検査年月から

13年を経過した車両

四
輪
以
上

乗用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

●問い合わせ

　税務課収納対策室

　☎53－2111（内線212）

車　　種
現行税率 新税率

平成26年度 平成27年度から

原動機付自転車

50cc以下 1,000円 2,000円

50cc超～90cc以下 1,200円 2,000円

90cc超～125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

二輪の軽自動車（125cc超～250cc以下） 2,400円 3,600円

二輪の小型自動車（250cc超） 4,000円 6,000円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円 2,400円

その他 4,700円 5,900円

専ら雪上を走行するもの 2,400円 3,600円
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乗用・自家用の軽自動車税率の例

●平成27年３月31日までに新車を登録した場合
　平成27年度から平成39年度分まで　7,200円

　平成40年度課税分より　12,900円（右表参照）

　※ 平成26年度に新車登録をしているため、13年経過

するまでは現行税率となります

●平成27年４月１日に新車を登録した場合
　平成27年度から平成40年度分まで　10,800円

　平成41年度課税分より　12,900円（右表参照）

　※ 平成27年４月１日に新車登録をしているため、平

成27年度課税分から新税率となります

●平成27年４月２日に新車を登録した場合
　平成28年度から平成40年度分まで　10,800円

　平成41年度課税分より　12,900円（右表参照）

　※ 平成27年度分は課税されません。平成28年度課税

分から新税率となります

● 平成27年５月に中古車（初度検査年月が平成
20年４月の車両）を購入、登録した場合

　平成28年度から平成33年度分まで　7,200円

　平成34年度課税分より　12,900円（右表参照）

●平成14年５月に新車を購入、登録した場合
　平成27年度分まで　7,200円

　平成28年度課税分より　12,900円（右表参照）

重課税率の適用年度表

初度検査年月
重課税率が適用

となる年度

平成14年以前 平成28年度

平成15年１月～平成16年３月 平成29年度

平成16年４月～平成17年３月 平成30年度

平成17年４月～平成18年３月 平成31年度

平成18年４月～平成19年３月 平成32年度

平成19年４月～平成20年３月 平成33年度

平成20年４月～平成21年３月 平成34年度

平成26年４月～平成27年３月 平成40年度

平成27年４月～平成28年３月 平成41年度

軽自動車税は、毎年４月１日に

車両を登録している所有者ま

たは使用者に課税されます。

収納対策室　津島

ここがポイント！
最初の新規検査年月は、自動車検査証
の「初度検査年月」に記載されています
ので、この年月で税率が判断できます



2014.12.1　　14

70歳未満の国民健康保険高額療養費制度が一部改正されます
　平成27年１月から70歳未満の人の高額療養費制度が一部改正され、今まで３段階だった所得区分が５段階

に細分化、限度額も所得要件に応じた金額になります。

　現在交付されている70歳未満の人の「限度額適用認定証」または、「限度額適用・標準負担額減額認定証」

は、有効期限が平成26年12月31日までとなっていますので、新しい認定証を12月中に郵送します（申請の必

要はありません）。

（平成26年12月まで）

所得区分

自己負担限度額（月額）

３回目までの限度額 ４回目以降の限度額（※２）

上位所得者（※１）（区分Ａ） 150,000円＋（医療費－500,000円）×１％ 83,400円

一　　　　　　般（区分Ｂ） 80,100円＋（医療費－267,000円）×１％ 44,400円

住民税非課税世帯（区分Ｃ） 35,400円 24,600円

※１　基礎控除後の年間所得額が600万円を超える世帯の人

※２　過去12か月間に、同じ世帯で高額療養費の支給が４回あった場合の４回目以降の限度額です

（平成27年１月から）【予定】

所得区分

自己負担限度額（月額）

３回目までの限度額
４回目以降の
限度額（※２）

上位所得者

所得（※３）が901万円を超える
（区分　ア）

252,600円＋（医療費－842,000円）×１％ 140,100円

所得が600万円を超え901万円
以下（区分　イ）

167,400円＋（医療費－558,000円）×１％ 93,000円

一　般

所得が210万円を超え600万円
以下（区分　ウ）

80,100円＋（医療費－267,000円）×１％ 44,400円

所得が210万円以下（住民税非
課税世帯を除く）（区分　エ）

57,600円 44,400円

住民税非課税世帯（区分　オ） 35,400円 24,600円

※３　所得＝総所得金額等－基礎控除（33万円）

医療費が高額になったときに支払いを限度額までにするには、限度額認定証が必要です。

●お問い合わせ　保健医療課国保室　☎53－2111（内線253、254）

高額療養費制度を利用するためには・・・

医療機関の窓口で、保険証と一緒に「限度額適用認定証」（住民

税非課税世帯の人は「限度額適用・標準負担額認定証」）の提示

が必要です。忘れずに国保担当窓口で認定証の交付申請をして

ください。保険税を滞納していると交付されない場合がありま

す。

神林支所

地域福祉室　太田
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温
泉
入
浴
助
成
事
業﹃
湯
っ
く
り
・

湯
っ
た
り
事
業
﹄
を
今
年
度
も
行
い

ま
す
。

　
保
険
証
︵
村
上
市
の
国
民
健
康
保

険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
証
︶
を
温
泉
施
設
に
提
示
す
る

だ
け
で
、
割
引
料
金
で
入
浴
で
き
ま

す
。
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
入
っ
て
健
康

な
体
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

♨
利
用
期
間

　

平
成
27
年
１
月
４
日
㈰
～

３
月
31
日
㈫

♨
利
用
で
き
る
人

・
入
浴
日
現
在
で
、
村
上
市
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
満
12
歳

以
上
の
人

・
入
浴
日
現
在
で
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
て
お
り
、
村
上

市
に
住
民
票
が
あ
る
人

♨
利
用
方
法

　

利
用
す
る
温
泉
施
設
の
窓
口
で
保

険
証
を
提
示
し
、
利
用
簿
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
利
用
料
金
を
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
で
あ
れ
ば
、
何
度
で
も
利

用
で
き
ま
す
。

※
保
険
証
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

保
険
証
の
コ
ピ
ー
や
運
転
免
許
証
な

ど
を
提
示
し
て
も
利
用
で
き
ま
せ
ん

♨
特
典
が
あ
り
ま
す

　

期
間
中
、
利
用
で
き
る
温
泉
施
設

の
窓
口
に
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
用
意

し
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
数
12
個
で
、
湯
っ
た
り

賞
（
特
製
タ
オ
ル
）
を
進
呈
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
国
保
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１

　

（
内
線
２
５
２
～
２
５
４
）

～
保
険
証
を
提
示
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
～

＊＊＊＊＊＊＊＊＊利用できる温泉施設＊＊＊＊＊＊＊＊＊

施設名・連絡先
割引後

利用料

利用できる

時間帯等など
休館日

野天風呂　湯元　龍泉

☎52－5251

350円

午前９時～午後10時

※受付終了　午後９時
年４回

ゆ処そば処　磐舟

☎50－7488

午前10時～午後10時

※受付終了　午後９時

※ 展望風呂まで長い階

段有り

不定休

ニューハートピア新潟瀬波

☎53－2531
午前11時～午後３時 年１回

瀬波はまなす荘

☎52－5291
平日　正午～午後４時

※土日曜・祝日は不可
１/５、６

ホテル瀬波観光

☎52－7000
午後６時～午後９時 不定休

朝日まほろば温泉

☎72－6627

午前９時～午後９時

※受付終了

　午後８時30分

毎月最終

火曜日

荒川いこいの家

☎64－2277
150円

※59歳以下250円

午前９時30分

～午後４時30分
火曜日

勝木ゆり花温泉

☎77－3991

200円
※ 68歳以上は提示

しなくても100円

午前９時

～午後９時30分

※受付終了　午後９時

第２木曜日

交流の館「八幡」

☎60－5050
200円 午前10時～午後９時 第４月曜日

朝日支所

地域福祉室　石山

昨年度実施したアン

ケ ー ト（ 利 用 者 の 感

想）でも、疲労回復、ス

トレス解消、神経痛・

足腰の痛みが緩和さ

れたといった声が多

く寄せられました。

ぜひ、ご利用ください。
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下記の４つの案件について、パブリックコメント（市民意見募集）を行います。

案　件

① 村上市地域包括支援
センターの職員及び
運営に関する基準を
定める条例（案）

② 村上市指定介護予防
支援事業に関する基
準 等 を 定 め る 条 例

（案）

子ども・子育て支援事
業計画（案）

村上市自殺予防行動計
画（案）

健康むらかみ21計画・
村 上 市 食 育 推 進 計 画

（第２次）（案）

内　容

上記①および②につい
て、これまで介護保険
法や厚生労働省令で定
められていた地域包括
支援センターの運営基
準や指定介護予防支援
事業に係る基準などを
地域の実情に応じて市
が定めるものです

幼児期の学校教育や保
育、地域の子育て支援
の量の拡充や質の向上
を目指すための事業計
画（案）です

自殺予防対策を総合的
に推進するため、行政
および関係機関の具体
的な取り組みを定める
計画（案）です

生活習慣病やこころの
健康対策、食育の推進
などにより、市民の健
康づくり対策を推進す
るため、分野別の目標・
ライフステージに応じ
た取り組み計画（案）で
す

意見提出
できる人

市内在住の人、市内に勤務・通学している人、市内に事務所または事業所を有する個人および法人、
その他団体

募集期間 12月１日㈪～12月22日㈪ 12月22日㈪～１月13日㈫

資料等の
閲覧場所等

介護高齢課介護保険室 
各支所地域振興課

福祉課子育て支援室　
各支所地域振興課

保健医療課健康支援室 各支所地域振興課

市ホームページ（「パブリックコメント」で検索）でも閲覧・ダウンロードできます

意
見
の
提
出
方
法

持　参
介護高齢課介護保険室、
各支所地域振興課

福祉課子育て支援室、
各支所地域振興課

保健医療課健康支援室、各支所地域振興課

郵送先

〒958－8501　村上市三之町１番1号　村上市役所内

介護高齢課介護保険室 福祉課子育て支援室 保健医療課健康支援室

電子
メール

kaigo@
city.murakami.lg.jp

kodomo@
city.murakami.lg.jp hoken-kz@city.murakami.lg.jp

ファク
シミリ

53－3840（代表）

問い合わせ
介護高齢課介護保険室

（☎53－2111内線361）
福祉課子育て支援室　
☎53－2111（内線243）

保健医療課健康支援室（☎53－2111内線261）

その他 お寄せいただいた個人情報は、他の目的には使用いたしません。また、個別回答は行いません。

パブリックコメント

ご意見をお聞かせください

皆さん、一緒に考えてみませんか
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高
齢
者
生
活
実
態
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
生
活
実
態
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
対
す
る
実
情
や
意
向
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
の
う
ち
、
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
詳
し
い
調
査
結
果
は
、
介
護
高
齢
課
や
各
支
所
地
域

振
興
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
１
月
中
旬
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

調査の概要
○調査期間　　平成25年12月２日～12月20日

○調査対象　　 平成26年３月31日、満65才以上で在宅

の人（20,788人）

○調査方法　　郵送による配布、回収

○回 収 数　　17,414人

○回 収 率　　83.8％

○調査内容　　⑴家族や生活の状況について

　　　　　　　⑵運動・閉じこもりについて　など

● 将来、仮に介護が必要となった時、どこで暮
らしたいと思いますか

● 在宅生活を続ける上で、現在もしくは今後利
用したいと感じる介護保険以外のサービス、
取り組みはなんですか

●日中、一人になることがありますか

● 現在の暮らしの状況を経済的にみて
どう感じていますか

◎ 半数以上の人が、介護が必要になっても自宅
で暮らしたいと思っています。

◎ 介護保険以外で必要なサービスや取り組み
については、買い物や通院の際の外出支援が
最も多く、次いで、緊急時の通報システムと
なっています。

◎ 日中、一人になることが「よくある」「た
まにある」を合わせると60％を超えて
いる現状です。

◎ 経済的に苦しいと感じている人も「苦
しい」「やや苦しい」を合わせると60％
を超えています。

介護について

ご家族や生活状況について

●
問
い
合
わ
せ

　

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
６
１
）

0% 20% 40%

外出支援（買い物や通院）

調理支援

掃除支援

ゴミ出しや電球交換の支援

配食サービス

会食サービス

見守りや声掛け

話し相手

体操、運動

緊急時の通報システム

金銭管理の支援（成年後見人制度）

その他

無回答

31.7

16.1

21.3

13.0

19.4

4.5

19.4

18.7

9.5

26.7

3.3

4.8

28.5

0%  80%

自宅

息子、娘、孫の家

兄弟姉妹などの親族の家

高齢者向けのケア付き住宅

シニアハウス（共同住宅）

自宅に近く少人数で過ごす施設

大規模で専用スタッフの多い施設

病院などの医療施設

その他

無回答

56.6

2.3

0.2

8.8

0.9

8.4

6.0

9.2

1.3

6.1

よくある
25.7％

たまにある
34.8％

ない
16.1％

無回答
23.3％

苦しい
18.0％

やや苦しい
43.9％

ややゆとりが
ある
29.9％

無回答5.3％
ゆとりがある
2.9％
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12月４日から10日までは� です人権週間
　昭和23年12月10日、国連総会で「世界人権宣言」が採択

され、これを記念して12月10日が「人権デー（Human Rights 
Day）」と定められました。これを機に国連では、毎年、加盟各

国に人権尊重思想の普及・高揚のための取り組みを実施す

るよう呼びかけています。

　日本でも毎年12月４日から10日までの１週間を「人権週

間」と定め、全国的に人権の啓発活動を行っています。

わたしのまちの人権擁護委員
人権に関する相談をお受けします

※敬称略

細野　忠行（瀬波中町） 松井　良明（南田中）

富樫　勇巳（飯野三丁目） 田島　一郎（下鍜冶屋）

佐藤　　弘（松原町三丁目） 小川　ミエ（佐々木）

稲葉眞知子（山辺里） 和田　勝義（下鍛冶屋）

小田　寛三（門前） 加藤　紘教（大毎）

佐藤八重子（岩船下大町） 渡辺　幸雄（府屋）

菅原　尚子（野潟） 加藤　登代（寒川）

中倉　　清（岩船縦新町） 野田　光子（大須戸）

小島　正人（七湊） 和田　壽久（黒田）

髙野マサ子（小岩内） 菅井　克彦（猿沢）

人権啓発展を開催します 

と　き　12月13日㈯～15日㈪
　　　　午前10時～午後３時
ところ　村上プラザ（仲間町）
　　　　１階　セントラルコート
内　容　 市内および岩船郡内の小学校で実施

した人権の花運動や人権標語コンテ
スト入選作品の紹介、人権擁護委員
の活動紹介パネル展、啓発グッズの
配布など

主　催　村上人権擁護委員協議会
　　　　新潟地方法務局村上支局
●問い合わせ　新潟地方法務局村上支局
　　　　　　　☎53－2390

　児童への人権意識の普及と高揚を図ることを目的として、県内各地

の小学校を巡回している「人権啓発キャラバン隊」が10月10日㈮に猿

沢小学校を訪問しました。

　キャラバン隊は、「新潟県民の優しい心、正しい心、思いやる心を育

んできた『人権ハート（３つの心の象徴）』が、いじめや差別などで調

和が取れなくなり、バラバラに壊れて県内の小学校（11校）に飛び散っ

てしまった。それを元に戻すため『人権ハート回収大作戦』が実施さ

れ、人権啓発号《にじまる》に乗り込んだキャラバン隊が人権ハート

のかけらを猿沢小学校にも集めるた

めにやってくる」というストーリー

でもって訪問したものです。

　小学校の児童から人権ハートのか

けらをはめ込んでもらったキャラバ

ン隊は、そのお礼として学校の校庭

に人権の樹（コブシの苗木）を植え

たほか、子ども達に人権啓発グッズ

をプレゼントしました。

人権啓発キャラバン隊が、猿沢小学校 を訪問しました

人権擁護委員が紙芝居を公演

回収された人権ハートの前に集合するキャラバン隊と猿沢小学校の児童たち

●問い合わせ　市民課生活人権室　☎53－2111（内線286）

考えよう相手の気持ち　育てよう思いやりの心
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お役立ち　

くらしの情報
「今より安くなる」？遠隔操作による

プロバイダ変更勧誘に注意

●「おかしいなあ」、「困った！」ときは下記までご相談ください。

村上市消費生活センター　☎53－2111（内線287、290）　FAX53－2541
荒川支所地域振興課　　　☎62－3103 朝日支所地域振興課　☎72－6885
神林支所地域振興課　　　☎66－6112 山北支所地域振興課　☎77－3112
消費者ホットライン（土・日）　☎0570－064－370　※PHS、IP電話などからは利用できません

29

　「今契約しているプロバイダより、必ず安くなるから乗り換えませんか」と

電話で勧誘され、承諾した。その後、業者の電話による指示に従い、パソコンで

プロバイダのホームページ画面を開くと、遠隔操作でプロバイダの変更が行

われた。変更後、これまで契約

していたプロバイダの料金を

確認すると、新しい契約先の

ほうが高額になることが分

かった。解約を申し出たが「き

ちんと説明している。解約に

は、違約金１万５千円が必要」

と言われた。

（60歳代　男性）

独立行政法人国民生活センター

「見守り新鮮情報201号」より

●電話で大手電話会社名をかたるなどして、イン

ターネットに接続するためのプロバイダ契約の

変更を持ち掛け、遠隔操作で設定変更をする勧

誘方法に関する相談が急増しています。

●「今より安くなる」などと勧誘されても、契約前

に契約内容に関する書面を求め、はっきり理解

できなければ、承諾しないでください。

●知らない間にオプションなどを申し込んだこと

になっているケースもあり、注意が必要です。

●プロバイダなどの契約は、法律上のクーリング・

オフ制度はありません。

慎重にね
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都市計画の決定に向けての案の縦覧について
（村上市公共下水道の排水区域の変更）

　現在、村上地域で整備を進めている公共下水道事業において、区域の変更（拡大）に伴う村上市都市計画下

水道の変更（案）の縦覧を行います。縦覧期間中には意見書を提出することができます。

・変更（拡大）する主な区域

　 平成25年度に用途地域を拡大した国道７号沿線と、その地域に隣接する住宅地を含めた区域としていま

す。

・縦覧および意見書提出期間

　12月９日㈫～12月22日㈪の土・日曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時15分

・縦覧場所および意見書提出先　　下水道課（神林庁舎）

●問い合わせ　下水道課工事係　☎66－6193

変更予定の区域図
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こ
ん
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
紹
介
④

こ
ん
に
ち
は
サ
ン
ス
マ
イ
ル
あ
ら
か
わ
で
す

笑
顔
の
花
が
咲
き
誇
る
ク
ラ
ブ
を

目
指
し
て
い
ま
す 

　
『
サ
ン
ス
マ
イ
ル
あ
ら
か
わ
』
は
地
域
の
皆

さ
ん
の
『
健
康
づ
く
り
』『
仲
間
づ
く
り
』『
生

き
が
い
づ
く
り
』
の
お
手
伝
い
を
目
的
と
し

て
、
平
成
26
年
３
月
、
荒
川
地
区
に
誕
生

し
た
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。
年
齢
、

性
別
を
問
わ
ず
気
軽
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
よ
り
健

康
で
、
楽
し
い
暮
ら
し
を
手
に
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

☆
毎
日
の
教
室

　

設
立
か
ら
９
か
月
、
週
平
均
10
教
室
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

元
気
に
体
を
動
か
す
『
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ａ　

Ｇ
Ｏ
Ｌ

Ｄ
』
や
『
フ
ラ
ダ
ン
ス
』、
ゆ
っ
た
り
と
体
と
心

を
ほ
ぐ
す
『
ヨ
ガ
教
室
』、
骨
盤
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
メ
イ
ン
と
し
た
『
に
こ
に
こ
体
操
』、『
ス

マ
イ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
』、
週
２
回
の
『
こ
と
ぶ

き
体
操
』
で
の
楽
し
い
会
話
な
ど
、
幅
広
い
年
齢

層
の
人
た
ち
に
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

☆
イ
ベ
ン
ト
・
講
座

　

７
月
に
は
、
テ
ー
ピ
ン
グ
講
座
、
９
月
に
は
、

お
灸
や
セ
ル
フ
エ
ス
テ
、
枕
づ
く
り
、
リ
ン
パ
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
、
運
動
以
外
の
教
室
で
も
大
勢
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
季
節
限
定
で
温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し

た
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
を
は
じ
め
、
大
人
や
子
ど
も
の

水
泳
教
室
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
、

健
康
コ
ー
ナ
ー
で
は
体
力
チ
ェ
ッ
ク
や
骨
盤
矯
正

の
体
験
会
な
ど
も
行
い
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
企

画
を
実
施
し

ま
し
た
。

☆
小
学
生
の
体
力
づ
く
り
教
室

　

年
間
を
と
お
し
て
『
子
ど
も
体
力
づ
く
り
教

室
』
と
し
て
小
学
生
を
対
象
と
し
た
教
室
を
実

施
し
、『
あ
ら
か
わ
っ
子
』
の
体
力
向
上
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
陸
上
競
技
で
は
、
荒
川
中
学
校
の

先
生
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
陸
上
教
室
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み 

　

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
少
し
ず
つ
教
室
の
参

加
者
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
う
れ
し
い

こ
と
は
、
一
度
参
加
し
た
人
が
、
新
し
い
教
室
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
お
友
達
を
誘
っ
て
来
て
く

だ
さ
っ
た
り
と
、
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

今
後
は
、
体
育
館
ま
で
足
を
運
べ
な
い
地
域

の
人
た
ち
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
出
張
講
座
を

実
施
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
教
室
に
参
加
し
た
こ
と

が
な
い
男
性
や
若
い
年
齢
層
の
人
た
ち
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
教
室
や
講
座
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
す
る

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
成
長
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

サ
ン
ス
マ
イ
ル
あ
ら
か
わ

　

坂
町
２
５
３
０
番
地

　

荒
川
総
合
体
育
館
内

　

☎
62
‐
３
２
４
８

先生の指導を楽しんでいます！

骨盤エクササイズ

私たちがお待ちしています！

好
評
の

テ
ー
ピ
ン
グ
講
座
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●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線365）

脳の健康ファイルをご活用ください
〜認知症の人と家族を支える医療と介護〜

「脳の健康ファイル」とは?
　認知症の人とその家族が住み慣れた地域でい

つまでも安心して暮らしていくために、地域の各

関係機関がそれぞれの専門性を活かし、連携・協

力していくための仕組みとして、「脳の健康ファ

イル」というものがあります。

　このファイルには、本人の思い（楽しいこと、心

配なことなど）やこれまでの暮らしぶり、医療や

介護保険サービスの情報などが入ります。認知症

によって伝えたいことがうまく伝わらない場合

でも、このファイルがあれば、本人の大切な情報

や気持ちを関係者に伝えることができるように

なります。

　この「脳の健康ファイル」を使用した医療・介護・福祉の関係者や本人・家族とのネットワークづくりは、

村上・岩船地域のほか、新発田地域でも取り組みが進められています。

脳の健康
ファイル

脳の健康
ファイル

脳の健康
ファイル

家庭・介護保険事業所等

かかりつけ医

家族・介護保険事業所とかかり
つけ医がファイルで連絡を取り
合い、治療や介護に役立てます。

あなたの脳に関する情報は“脳の健

康ファイル”で各医療機関や介護保

険事業所に伝えることができます　

かかりつけ医から
認知症専門医療機
関に紹介します。

認知症専門医療機関

日ごろの様子、認知症状の変化
があれば、治療方針に反映させ
ます。

認知症専門医療機関が診断し、
治療方針をアドバイスします。

例えばこんなことで困ったら、

かかりつけ医または地域包括支援センターに相談しましょう

○同じことを何度も言う、聞く ○以前はあった関心や興味が失われた

○置き忘れやしまい忘れが目立つ ○水や火の不始末が目立つ

○時間、日付、場所の感覚に乏しい ○財布を盗まれたと言って騒ぐ

○薬の管理ができなくなった ○ささいなことで怒りっぽくなった

「脳の健康ファイル」の基本的な流れ
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と　　き　［村上］　12月18日㈭

　　　　　午後１時30分～３時30分

と こ ろ　村上市役所　相談室

対 象 者　市内在住の介護者

参 加 費　無料

申し込み　 12月15日㈪までにご連絡くだ

さい。

誰もが住み慣れた地域で安心して過ごしていくために
〜暮らし支えあい事業　「ささえあい村上」について〜

包括支援センターだより

介護者のつどい
　医療・介護・予防・住まい・生活支援サービスが切れ目

なく提供される「地域包括ケアシステム」の実現に向けて、

住民相互の助け合い・支え合いは今後なくてはならない支

援の一つになります。

　村上市社会福祉協議会では、高齢者や障がい者に留まら

ず、支援が必要な方々を地域で支え合う仕組みとして、介護保

険等の公的なサービスでは対象にならない軽易なサービスを

有償にて提供する「ささえあい村上」を実施しています。

　現在、支援活動を行う会員数が不足しています。みなさん

も空いている時間を活用し、地域で活動してみませんか。

●問い合わせ　村上市社会福祉協議会　　　　　　☎53－2111（内線128）

　　　　　　　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線365）

サービスの仕組み

村上市
社会福祉協議会

窓口
相談をお伺いします

サービスの提供

チケット支払い 利用　
申し込み

利用会員
サービスを
受けたい人

協力会員

サービスを提供して
いただく人

活動依頼
会
員
登
録

会
員
登
録

＜こんなことが、お手伝いできます＞

ゴミ出し、買い物、見守り、話し相手、灯油

入れ、食事作り、電球の取替え、外出の介

助、薬もらい　など

※車での送迎はできません

■調査の対象と目的は？
　全国の製造業を営む事業所を対象に、日本の工

業の実態を調査することを目的として行います。

■情報は保護されるの？
　記入した調査票の内容は、統計法に基づき厳重

に保護されます。

※調査票を統計以外の目的に使用することや調査

関係者が調査で知り得たことを他に漏らすこと

はありません

■調査の方法は？
　調査をお願いする事業所の皆さんには、12月中

旬から平成27年１月にかけて、県知事から任命さ

れた調査員がお伺いし、調査票などを配布します。

年末年始のお忙しい時期ですがご協力をお願いし

ます。

　調査票は、後日調査員が収集に伺います。

■調査結果は？
　国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料

となります。また、企業や大学などでの研究資料、

小・中学校および高等学校の教材などに広く利用

されます。

　12月31日現在で、経済産業省による工業統計調査が行われます。皆さんのご協力をお願いします。

●問い合わせ　政策推進課情報化推進室

　　　　　　　☎53－2111（内線501）

工業統計調査のキャラクター

コウちゃん工業統計調査
が 行 わ れ ま す
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　このコーナーは、市内の協働の取り

組みや話題・活動などを紹介します。

２
９
０
人
が
朝
日
路
を
力
走

　
　

11
月
３
日（
月
・
祝
）　

朝
日
地
区
一
円

　第52回朝日駅伝大会が開催され、29チー
ムが参加。多目的グラウンドをスタートし、
高根で折り返す34.3㎞のコースで10人がタ
スキをつないでゴールを目指しました。結
果は次のとおりです。
　優　勝　　関口遊ing　（２連覇）
　準優勝　　大須戸大青会
　第３位　　高根A

開業百周年をお祝い
11月１日㈯　岩船町駅

優雅な音色にうっとり♪ 
　　マイタウンコンサート
10月19日㈰　荒川地区公民館

みんなおめでとう! 
「あらかわスイーツコンテスト表彰式」
10月19日㈰　あらかわ地区まちづくり協議会

　　　　　　　　　荒川商工産業祭

　岩船町駅が開業百周年を迎え、記念式典が開催され、
駅構内に建立された記念碑の除幕式が行われました。
また、地域の人々から寄せられた駅に関係する懐かし
い写真や寄稿文も展示。地域の拠点となっている岩船
町駅ですので、これからも大切に利用していきたいも
のです。

　県内を中心に演奏活動を行うEuphorbia（ユーフォル
ビア）によるコンサートが行われ、大勢の観客がフルー
トやピアノ、打楽器の奏でる優雅で暖かみのある音色
に聞き入りました。後半では、荒川中学校吹奏楽部と
の共演による「RPG（SEKAI NO OWARI）」が披露され、
演奏が終わると会場からはひときわ大きな拍手が送ら
れていました。

　地域のみなさんから食べてみたいスイーツのイラス
トを募集し、荒川地区内の菓子店５店が商品化に取り
組んだ「あらかわスイーツコンテスト」の表彰式が行
われ、あらかわスイーツの考案者ら16人が表彰を受け
ました。また、この日はあらかわスイーツの詰め合わ
せ100セットが限定販売され、またたく間に完売とな
りました。
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師
範
の
技
に
見
と
れ
る　
〜
塩
引
き
道
場
開
き
〜

　
　

11
月
11
日
㈫　

イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
裏
手

『秋の大収穫祭』〜名物料理が大集合〜
11月９日㈰　塩野町小学校体育館

美しい音色、歌声が地域に響く 
「石井玲子　withフレンズ　〜ピアノと歌のコンサート〜」
11月８日㈯　神納中学校

田舎の温かい味と雰囲気を満喫
11月９日㈰　ゆり花会館

　地域の食文化を味わい、地域の良さの再認識と伝統
料理を後世に伝える目的で、塩野町まちづくり協議会
が開催して今年で３年目。大海をはじめ村上牛の串焼
き（小須戸）や新米おにぎり（蒲萄）、わらび酢みそ
和え（荒沢）など９種類が集結した会場に、地域内外
から約400人が足を運び、名物料理の味を楽しみました。

　神納東地域まちづくり協議会主催で、山屋在住で新
潟県立大学准教授の石井玲子さんのピアノコンサート
が開催されました。同大学の斉藤教授と４年生の道前
はづきさんが共演し、繊細なピアノの音色と美しい歌
声で来場した約150人の観衆を魅了しました。

　今回で16回目となる、さんぽくごっつぉ物語協議会
が主催する「スローフードフェスタ」。山北の食材を
提供する「いなか懐石　紅葉御膳」を約150人が味わ
いました。当日は、特産品の販売や、学童保育所の子
どもたちが紙芝居を使って地元の方言で語る「山北の
昔語り」も披露され、会場は温かい雰囲気と笑顔で溢
れる一日となりました。

　「鮭の日」のこの日、越後村上三ノ丸流
鮭塩引き道場開きが開催され、同道場の
石川力雄師範の塩引きつくりの実演がお
こなわれました。見学者は、巧みな包丁
さばきに見とれていました。

市内の出来事をブログ形式で市ホームページで掲載中 村上市　　広報日記 検 索

ウェブで検索して

みてね。
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村
上
市
市
民
憲
章
等
審
議
会
で
は
、
市
民
憲
章
を
ど
の
よ
う
に
広
め

て
い
く
か
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
唱
和

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
市
民
憲
章
の
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
、
４
種
類
の
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、「
若
葉
薫
る
木
々
」「
清
ら
か
な
せ
せ
ら
ぎ
」「
稲
穂
わ

た
る
風
」「
夕
日
き
ら
め
く
波
」
と
い
う
市
民
憲
章
の
前
文
の
４
つ
の
イ

メ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
た
４
種
類
の
風
景
写
真
と
な
っ
て
お
り
、
入
れ
替
え

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
公
共
施
設
や
町
内
、
集
落
の
集
会

場
に
飾
っ
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
村
上
市
市
民
憲
章
等
審
議
会
で
は
、
現
在
「（
仮
称
）
村
上
市

ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」
に
つ
い
て

審
議
を
し
て
い
ま

す
。
市
民
と
行
政

が
力
を
合
わ
せ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
の

基
本
的
な
考
え
方

を
定
め
る
も
の
で

す
。
今
後
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
手
続
き
）

を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
市
民
の

皆
様
か
ら
た
く
さ

ん
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館新着図書】

◆　怪しい店－火村シリーズ－（有
あ り す

栖川
が わ あ り す

有栖）

◆　田舎でロックンロール（奥
お く た

田英
ひで

朗
お

）

◆　死呪の島（雪
ゆき

富
とみ

千
ち あ

晶紀
き

）

◆　肉小説集（坂
さ か き

木司
つかさ

）

◆　死に支度（瀬
せ と う ち

戸内寂
じゃくちょう

聴）

◆　女王（連
れんじょう

城三
み き ひ こ

紀彦）

◆　親
しんらん

鸞　完結編上・下（五
い つ き

木寛
ひろゆき

之）

◆　冥
めい

の水
みなそこ

底（朱
しゅ

川
かわ

湊
み な と

人）

◆　サラバ！上・下（西
にし

加
か な こ

奈子）

◆　みなそこ（中
なかわき

脇初
は つ え

枝）

◆　朝
あさつゆ

露通
つうしん

信（保
ほ さ か

坂和
か ず し

志）

◆　ヘルたん２（愛
あいかわ

川晶
あきら

）

◆　少
しょうじょ

女霊
り ょ う い き

異記（高
た か ぎ

樹のぶ子
こ

）

◆　売国（真
ま や ま

山仁
じん

）

◆　ペコロスの母の玉手箱（岡
お か の

野雄
ゆういち

一）

◆　家計簿いらずの年間100万円！貯金術（田
た な べ

辺南
み か

香）

○　ほんをひらいて（シャドラ・ストリックランド）

○　ふゆのむしとり？！（はたこうしろう）

○　テーマパークの黒髪人形－ナツカのおばけ事件簿13－（斉
さいとう

藤洋
ひろし

）

○　がんばれ！名犬チロリ（おおきとおる）

○　先生、しゅくだいわすれました（山
やまもと

本悦
え つ こ

子）

○　ゆでたまごひめとみーとどろぼーる（山
やまむら

村浩
こ う じ

二）

○　ヨコちゃんとライオン（角
か ど の

野栄
え い こ

子）

◆中央図書館12月〜１月15日までの休館日◆
月曜日　　　　　　　　　12月１日、８日、15日、22日
　　　　　　　　　　　　１月５日
祝日振替休館日　　　　　１月13日
第２金曜日（館内整理日）　12月12日、１月９日
年末年始休館日　　　　　12月28日㈰～１月４日㈰
※中央図書館の開館時間
　　火曜～金曜　　午前９時から午後７時まで
　　土・日・祝日　　午前９時から午後５時まで

◆…一般書　○…児童書

市民憲章唱和文　はぐくもう　愛と思いやりのこころを　　つくろう　創意に満ちた明るい未来を

　　　　　　　　ひろげよう　伝統と文化　学びのすばらしさを　私たちは元気あふれるまちを目指します

「
市
民
憲
章
の
額
入
り
ポ
ス
タ
ー
が

で
き
ま
し
た
」

年末年始は休館します
　中央図書館および朝日図書館、各地区図書室は年末年始休館します。休館中の本の返却は、返却ブック
ポストに入れてください。（返却ブックポストの設置は、下記のとおりです。また、荒川、神林、山北の各図
書室の本でも、返却ブックポストに入れることができます。）
各館（室）年末年始休館日
　●中央図書館・朝日図書館　　12月28日㈰～１月４日㈰　返却ブックポスト有
　○荒川・神林・山北図書室　　12月29日㈪～１月３日㈯　返却ブックポスト無

●問い合わせ　政策推進課企画政策室

　　　　　　　☎53－2111（内線531）
市民憲章に思いを込めて
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所 氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所

●おくやみ
氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所

※10月11日から11月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口31,034人（△25）　33,736人（△27）　 計64,770人（△52）　    23,014世帯（△8）

村上地区
琉惺（りゅうせい）	 森 　 　 優	 岩船上浜町
湊（みなと）	 小 田 昌 美	 岩船上浜町
えがお	 富 樫 香 織	 三之町
慧（けい）	 菅 原 史 裕	 緑町一丁目
大輔（だいすけ）	 丸 山 雄 太	 飯野三丁目
実緒（みお）	 中 村 勇 太	 山辺里
円（まどか）	 佐 藤 謙 治	 飯野二丁目
朝日（あさひ）	 大 滝 和 也	 山居町一丁目
大和（やまと）	 田 村 将 志	 鋳物師
杏里（あんり）	 小野塚　大　喜	 岩船下浜町
真幌（まほろ）	 宮 川 真 実	 田端町
功希（こうき）	 本 間 賢 二	 天神岡
明輝（あき）	 堀 江 紫 信	 滝の前

荒川地区
なぎ	 松　本　茉由美	 切田
唯（ゆい）	 竹 内 克 巳	 下鍜冶屋
美桜（みお）	 須 貝 優 明	 大津
結星（ゆうせい）	 木 村 隆 幸	 下鍜冶屋
実咲（みさき）	 田 島 甲 太	 下鍜冶屋

神林地区
結愛（ゆな）	 近 藤 哲 博	 今宿
月梨（るな）	 田 中 久 幸	 牛屋
心音（ここね）	 長谷部　政　樹	 牛屋

朝日地区
柊太朗（しゅうたろう）	 富 樫 大 地	 早稲田
葵（あおい）	 齋 藤 　 卓	 小揚

山北地区
明輝（あき）	 中 村 正 樹	 今川
紗華（すずか）	 齋 藤 慎 吾	 北中

人口と世帯数（10月1日現在） 
（　　）内は前月比

村上地区
川　﨑　すみ江	 81	 瀬波温泉二丁目
三　浦　平一郎	 87	 吉浦
金 子 笑 子	 86	 杉原
佐 藤 　 一	 86	 塩町
笹　川　キクノ	 86	 若葉町
大 瀧 保 次	 87	 瀬波中町
長 　 ヨ キ	 89	 大月
米　山　キクノ	 103	 久保多町
渡 邉 喜 一	 61	 松山
鈴 木 千 代	 85	 庄内町
佐 藤 克 憲	 26	 緑町二丁目
房 梅 子	 80	 庄内町

渡 邉 勝 次	 70	 八日市
小 川 　 茂	 64	 大町
佐 藤 岩 治	 68	 中川原団地
東 　 榮 次	 87	 松山
工　藤　クメイ	 101	 八日市
須 貝 セ ツ	 88	 八日市
相 馬 三 郎	 67	 間島
野 義 一	 84	 吉浦

尾 﨑 シ ゲ	 91	 片町
竹　内　みつ子	 92	 岩船縦新町

荒川地区
髙 橋 精 二	 88	 名割
佐 藤 　 勉	 75	 坂町駅前

山 田 盛 雄	 73	 坂町
横 野 フ ユ	 91	 羽ヶ榎
平 野 　 甲	 91	 藤沢
森　川　與志子	 62	 下鍜冶屋
羽 田 イ ト	 94	 十文字
磯 部 義 廣	 71	 荒島
加 藤 二	 83	 山口
前 田 　 敏	 68	 十文字
山 本 須 賀	 90	 大津
稲 垣 ヨ イ	 83	 荒川松山
松 本 ハ ル	 86	 佐々木

神林地区
小 池 良 平	 84	 葛籠山
内 山 　 武	 82	 桃川
田 中 忠 造	 75	 牛屋
齋 藤 　 和	 87	 北新保
佐 藤 シ モ	 89	 塩谷
渡 邉 ブ ン	 93	 河内
矢 田 久 子	 87	 葛籠山
遠 山 傳 次	 92	 牛屋
佐 藤 ナ ツ	 98	 塩谷
佐 藤 和 平	 86	 指合
佐 藤 義 人	 68	 松沢
平 山 家 孝	 76	 大塚

朝日地区
大 滝 明 男	 67	 塩野町
本 間 利 一	 78	 石住

山北地区
五十嵐　シ　ン	 94	 板屋沢
間　　　ミヨコ	 85	 雷
田　宮　喜久一	 96	 勝木
加 藤 孝 一	 87	 勝木
佐　藤　ヒロセ	 92	 大毎
田 宮 富 子	 82	 小俣
増 子 忠 男	 74	 岩崎
本 間 鎌 二	 78	 桑川
大 平 佐 吉	 90	 府屋浜町
佐 藤 　 聡	 57	 板屋沢
森　山　まり子	 65	 府屋駅前通
斎　藤　タマノ	 100	 脇川
佐 藤 チ ヨ	 97	 大毎
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。
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編集後記

むらかみ情報ねっと
メールでいつでもどこでも情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.lg.jp/
mobile/mailmaga/
右のQRコードで読み取る
だけで簡単アクセス

わが家

宝

の

]otnk]otnk ワンモアショット！

今回は、神林地区です今月の 市民キッズモデル

江戸時代から伝わる漁法「居
い

繰
ぐり

網
あみ

漁
りょう

」
10月31日㈮　三面川

　鮭のまち村上を象徴する秋から初冬にかけての風物詩

「居繰網漁」が行われています。この漁法は、今ではこの三面

川でしか見ることができません。この日は、観光客が見学に

訪れ、鮭を捕えると、大きな歓声が上がりました。

【特集】　食育
【記事】

・年頭のごあいさつ

・市・県民税、所得税の申告相談会について

・行政改革大綱後期実施計画の見直しについて

▼「りのちゃん」大きくなったらお
いしいケーキを食べさせてくださ
いね▼「たいがくん」がんばって将
来はオリンピック選手だね。

今回の紙面を和ませくれたのは、

高南保育園に通うこの２人！

りのちゃん

たいがくん

【すきなもの】
　みかん

【おとなになったら】
　ケーキ屋さん

【すきなもの】
　りんご

【おとなになったら】
　マラソン選手

uたくさんの催しで取材に忙しかった秋も

終わり、いよいよ寒い冬がやってきます。今

号では冬に備えてさまざまな情報を掲載し

ていますので、ぜひチェックして安全で快

適な冬を過ごしましょうu冬の間、私がとり

わけ不安になるのは、雪道の運転です。通勤

時など時間と気持ちに余裕を持って、安全

運転を心がけたいものです。と○

　お姉ちゃんが大好きな美鶴。「いっしょに遊ぼうよー」と誘わ

れると、喜んで追いかけて行きます。仲良く遊んだり、おもちゃ

の取り合いでケンカしたり、毎日とても賑やかで笑顔が絶えま

せん。

　そんな姉妹は、家族のみんなから愛されて幸せ者です！田中

家のアイドルたち、元気に大きく成長していってね。

田
中　
　

武
尊
（
父
）　
　
　

〔
福
田
〕

　
　
　
　

夏
未
（
母
）

　
　
　
　

千ち

鶴づ
る

（
２
歳
９
か
月
）

　
　
　
　

美み

鶴つ
る

（
１
歳
）

1月号 次号予告


